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理科授業における科学的思考の評価方法に関する資料
－ 『楽しい理科授業』 の文献調査より－

澁 江 靖 弘 岡 田 浩 一
(兵庫教育大学) (明石市立望海中学校)

本資料論文は科学的な思考の評価方法について論じた文献の調査結果を記したものである｡ 調査対象にしたものは雑誌

『楽しい理科授業』 で, 1992年４月号から2007年10月号までである｡ これらの記事の中から理科授業において重要だと考え

た33本の記事を要約した｡
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１. はじめに
科学的な見方や考え方を養うことが理科学習の目標と

して提示されている(文部科学省�2004�文部科学省�

2008)｡ 中学校学習指導要領解説 (文部科学省�2008�

��17) には ｢科学的な見方や考え方を養うこと｣ が次の

ように説明されている｡

｢科学的な見方や考え方を養うこと｣ とは, 自然を科

学的に探究する能力や態度が育成され, 自然についての

理解を深めて知識を体系化し, いろいろな事象に対して

それらを総合的に活用できるようになることである｡ 具

体的には, 観察, 実験などから得られた事実を客観的に

とらえ, 科学的な知識や概念を用いて合理的に判断する

とともに, 多面的, 総合的な見方を身に付け, 日常生活

や社会で活用できるようにすることである｡

この引用部分は ｢科学的な見方や考え方｣ の説明にも

相当する｡ 著者達もこの説明に沿って ｢科学的な見方や

考え方｣ を捉える｡ 科学的な見方や考え方あるいは科学

的な思考力を育成するための授業作りに関する研究や実

践報告は, これまで, 多数行われてきた (澁江・岡田�

2011)｡ しかしながら, 児童・生徒の ｢科学的思考力｣

の向上はまだ不十分であると指摘されている｡ 例えば,

江田 (1998) は中学校 ｢新学力テスト｣ の結果から,

｢科学的な思考｣ が十分ではないと述べているし, 猿田

(2005) は2004年末に公表された�����の国際比較結果

から, ｢我が国の児童・生徒の論述式問題の平均正答率

が相対的に低いという結果は, 論述という出題形式その

ものに起因するというよりも, 科学的な説明が苦手であ

る｣ ことに起因すると論じている｡ 科学的な見方や考え

方あるいは科学的な思考力を育成する授業のあり方をさ

らに検討する必要がある｡

授業のあり方は, 学習状況の評価方法とも関連する｡

中学生の学習状況を評価する観点の一つとして ｢科学的

な思考｣ が挙げられている (江田�2001)｡ ｢科学的な見

方や考え方を養う｣ ことを目標にして, ｢科学的な思考｣

を評価観点にしていることになる｡ 江田 (2001) は, 評

価に関わる ｢科学的な思考｣ の観点の趣旨を ｢自然の事

物・現象の中に問題を見いだし, 目的意識をもって観察,

実験などを行うとともに, 事象を実証的, 論理的に考え

たり, 分析的・総合的に考察したりして問題を解決する｡｣

と解説した｡ 自然科学の研究者が行う ｢科学的な思考｣

をこの趣旨のように理解することは可能である｡ しかし

ながら, 多くの中学生にとってそのような高度に抽象的

な思考活動を行うことは困難である｡ また, 課題は同じ

であっても中学生が思考して出す返答は数多くあり, 一

人一人表現も異なる｡ つまり思考した結果を評価する方

向性はある程度示すことができても, 答えは一つではな

い｡ このために多くの中学校において ｢科学的な思考｣

をペーパーテストだけでなく発言, ノート, 授業プリン

トに基づいて評価することが行われている (江田�2001)｡

澁江・岡田 (2011) は, 科学的な見方や考え方と関連

する教育活動が小中学校の教育現場でどのように実践さ

れているのかを文献調査から検討した｡ 本資料論文は,

この調査の続編に相当し, 科学的な思考の評価に関して

どのような評価方法と評価規準の提案が行われているの

かを文献調査する｡ ここでは, 報告者が ｢このような方

法で評価を行うと良い｣ と考えて記事を書いたとみなし

た｡ そして, 澁江・岡田 (2011) 中で示した要約と本資

料論文で示す要約記事から, 科学的な見方や考え方を意

識した授業のあり方と科学的な思考に関する評価の視点

をモデル化して示す｡ ただし, いずれのモデルについて

も著者たちは実践の中で検証していない｡

２. 調査方法
本資料論文では月刊誌 『楽しい理科授業』 (明治図書)

を調査対象にした｡ この雑誌を選択した理由は澁江・岡

田 (2011) と同じである｡

調査対象にした記事は 『楽しい理科授業』 の1992年４

月号 (	
�300) から2007年10月号 (	
�494) までに掲

載されたものである｡ ただし, 	
�316, 	
�325, 	
�

326, 	
�374, 	
�376, 	
�378, 	
�379は調査して

いない｡ 記事の中で ｢科学的思考｣, ｢科学的な思考｣,

｢科学的思考力｣, ｢科学的な見方や考え方｣ という語句

が出ている記事をまず選び出した｡ そして, これらの記

事の要約を作成した (岡田�2007)｡ これらの記事には

筆者が作成した要約がないので, 記事の筆者が主張した

い点に着目して要約を作成している｡ 言い換えれば, 記

事の内容全般を示すことを目的として要約を作成してい

ない｡ 本資料論文では, これらの記事の中から重要だと

考えたものの要約を選び出して示す｡

３. 調査結果
調査対象にした記事の総数は6842件であった｡ この中

で ｢科学的思考｣, ｢科学的な思考｣, ｢科学的思考力｣,

｢科学的な見方や考え方｣ という語句が用いられている

記事が371件あった｡ 岡田 (2007) は該当記事をさらに

次の５つに分類した｡

(ア) 授業についての提案, 工夫点, 授業実践を述べて

いる記事｡ これらが95本あった｡

(イ) 評価の提案や評価のためのテスト問題を記してい

る記事｡ これらが101本あった｡

(ウ) ｢科学的思考｣, ｢科学的な思考｣, ｢科学的思考力｣,

｢科学的な見方や考え方｣ に対する考え及びとらえ方を

述べている記事｡ これらが47本あった｡

(エ) 学習指導要領の目標や評価の観点に触れるために
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｢科学的思考｣, ｢科学的な思考｣, ｢科学的思考力｣, ｢科

学的な見方や考え方｣ という語句を用いている記事｡ こ

れらが53本あった｡

(オ) 上記 (ア) から (エ) 以外の記事で, ｢科学的思

考｣, ｢科学的な思考｣, ｢科学的思考力｣, ｢科学的な見方

や考え方｣ という語句を使用している記事｡ これらが77

本あった｡

なお, (ア) と (イ) にまたがる記事が２本あった｡

評価方法や評価規準の提案や評価のためのテスト問題

を記している記事の中から重要だと考えた33本の記事の

要約を表１に示す｡

４. 科学的な見方や考え方を意識した授業と評価
に関するモデル

4.1 科学的な見方や考え方を意識した授業のモデル

岡田 (2007) は, ｢科学的な思考｣, ｢科学的思考力｣,

｢科学的な見方や考え方｣ を意識した授業についての提

案や工夫点, 授業実践を記した記事から, 授業のあり方

についての意見をキーセンテンスとして抜粋した後で分

類した｡ ただし, 記事中で明確に述べられていないもの

は抜粋していない｡ 分類項目は ｢理科授業全体｣ につい

ての考え, ｢導入｣, ｢課題設定｣, ｢予想・仮説｣, ｢実験・

観察｣, ｢実験と制御｣, ｢話し合い｣, ｢分析｣, ｢考察｣,

｢気付き｣ である｡ ｢導入｣ から ｢気付き｣ は授業中の場

面を想定した分類項目である｡

ここでは, ｢導入｣ と ｢課題設定｣ を ｢導入・課題設

定｣, ｢実験・観察｣ と ｢実験と制御｣ を ｢実験・観察｣,

｢考察｣ と ｢気付き｣ を ｢考察・気付き｣ として一括す

る｡ そして, 澁江・岡田 (2011) 中の要約と岡田

(2007) が行った抜粋と分類の作業結果を基にして, キー

センテンスとして重要だと考えたものを選び出した｡ 次

に, 授業場面ごとに記事中のキーセンテンスを振り分け

た｡ この結果を図１に示す｡ なお, ｢考察・気付き｣ の

項目から ｢導入・課題設定｣ につながる矢印は, 次の授

業へとつなげる必要がある時を想定している｡ また, 澁

江・岡田 (2011) 中で示した要約の中には図１作成に直

接関係していないものがあるが, それらは図作成の際に

参考資料として用いた｡

4.2 科学的な思考に関する評価の視点

岡田 (2007) は, ｢科学的な思考｣ に関する評価方法

の提案とテスト問題についての意見を記した記事から,

評価方法に関する意見をキーセンテンスとして抜粋した

後で分類した｡ ただし, 記事中で明確に述べられていな

いものは抜粋していない｡ 分類項目は ｢理科授業全体｣

についての考え, ｢導入｣, ｢課題設定｣, ｢予想・仮説｣,

｢実験・観察｣, ｢話し合い｣, ｢分析｣, ｢考察｣, ｢気付き｣

である｡ ｢導入｣ から ｢気付き｣ は授業中の場面を想定

した分類項目である｡

ここでは, ｢導入｣ と ｢課題設定｣ を ｢導入・課題設

定｣, ｢考察｣ と ｢気付き｣ を ｢考察・気付き｣ として一

括する｡ そして, 本資料論文の表１で示した要約と岡田

(2007) が行った抜粋と分類の作業結果を基にして, キー

センテンスとして重要だと考えたものを選び出した｡ 次

に, 授業場面ごとに記事中のキーセンテンスを振り分け

た｡

さて, 評価の場面と視点は授業の進め方と密接に関連

する｡ 澁江・岡田 (2011) が引用した ｢科学的な見方や

考え方｣ を意識した授業のあり方に関する記事の中には,

評価の視点としても重要な意見が記されているものがあ

る｡ 例えば, 授業の目標あるいはねらいとして記されて

いる事項は評価の視点としても重要である｡ そこで, 澁

江・岡田 (2011) の表１で示した記事の中から, 森

(1994), 戸田 (1998), 古田 (1998), 原田 (2001), 吉

原 (2003) の考えを評価の視点に加えた｡ これまで示し

てきた記事の取り扱いと同様に, これらの記事中のキー

センテンスを授業場面に振り分けた｡

これまで示してきた方法によって得られた結果を図２

に示す｡ なお, ｢考察・気付き｣ の項目から ｢導入・課

題設定｣ につながる矢印は, 次の授業へとつなげる必要

がある時を想定している｡ また, 表１で示した要約の中

には図２作成に直接関係していないものがあるが, それ

らは図作成の際に参考資料として用いた｡

５. まとめ
雑誌 『楽しい理科授業』 (明治図書) の1992年４月号

(���300) から2007年10月号 (���494) までに掲載され

た記事の中で, ｢科学的思考｣, ｢科学的な思考｣, ｢科学

的思考力｣, ｢科学的な見方や考え方｣ という語句が出て

いる101件の記事を選び出した｡ これらの記事の中から,

｢科学的思考｣ に関わる評価方法や評価基準の提案や評

価のためのテスト問題を記している33本の記事の要約を

示した｡ 要約作成に当たっては, 記事の筆者が主張した

い点に着目した｡

澁江・岡田 (2011) が示した ｢科学的な見方や考え方｣

を意識した理科授業に関する記事の要約と本資料論文で

示した要約記事を基にして, 科学的な見方や考え方を意

識した授業のあり方と科学的な思考に関する評価の視点

を授業の流れに沿った形のモデルで示した｡

(2011.８.19受稿, 2011.11.28受理)

科学的な思考の評価 ��	
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表１ 科学的思考に関する評価方法や評価規準の提案を述べている33件の記事の要約
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図２ 文献調査から得られた科学的な思考に関する評価の視点｡ 吹き出し内の文は文献調査した記事から抜粋した (本文参照)｡
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